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要   約   

大松川ダム本体工事の堤体コンクリートは、骨材の特性によって混練後に早期凝結性を呈  

し、締固めまでに至るコンクリートのり一カビリティの確保が困難となることが判明した。  

その対策としてコンクリートのワーカビリティの保持、効果の大きい超遅延形減水剤を用  

いて施工中である。この超遅延形減水剤を使用するまでに至る種々の試験と、これまで打設  

終えたコンクリートに品質について述べるものである。  

れる．   

平成2年12月，この骨材を用いて堤休の試験施工及び  

本施工に先立ち，RCD用コンクリートの大型供試体試  

験が，（財）ダム技術センターによって実施された．   

最初に実施された大型供試休試験では，混和剤として  

一般のRCDダムで使用されている遅延形AE減水剤ポ  

ゾリスNo．8（PNo．8）が使用されたが，コンシステンシ  

ーの経時変化を見ると，良好な締固め可能ならしめるV  

C値上限を50秒としてとらえたとき，練り混ぜから締固  

め開始までの許容経過時間は約1～2時間と短く，変化  

が非常に激しいことが明らかになった．   

この様な試験結果から，近年他ダムにおいても使用案  

績がありコンクリートの経時変化が小さい超遅延形減水  

剤ポゾリスNo．89（PNo．89）を使用し，当ダムのコンク  

リートに対し効果の確認・使用量・品質について種々の  

試験が実施され，この結果を踏まえて本体コンクリート  

にPNo．89を用いて施工し，現在約225，000m－iの打設を  

完rしている．   

本報告書は，現在まで実施された試験と∴打設を終え  

たコンクリートの品質について記述する．  
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§1．はじめに   

大松川ダムの原石山は，堤体コンクリート300，000m二う  

の骨材の採取が可能な場所として，ダムサイトを中心と  

して10km以内の6地点が候補地として抽出され，現地踏  

査・試錐試掘調査が行なわれ，地質条件．採取，運搬経  

路の経済性に入念な比較検討がなされ観音沢地区に決定  

した．   

地質は，新第三紀中新世の西黒沢期に堆積した砂岩や  

白岩と，これを貫く剛寺代の火山・深成岩複合岩体で形  

成される閃緑ひん岩であり，この緑岩を骨材として用い  

ている．X繰回析の結果少量のモンモリロナイトが含ま  

＊東北（支）大松川ダム（出）  
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ンシー ，圧縮強度，密度等を把握し最適な配合を確認す  

るものとして，大型供試休試験が秋田県大松川ダム建設  

事務所より（財）ダム技術センターに委託され実施され  

た．  

（1）平成2年慶大型供試体試験1）  

この試験では，単位セメント量120kg／m3，フライアッ  

シュ比20％，混和剤はPNo．8を使用し，表－2に示すよ  

うに単位水量や締固め時間等の条件を変え，33条件で行  

なわれた．使用した骨材の品質を表－3に示す．  

①試験A   

単位水量を90～130kg／mlうの5条件とし，締め固め時  

間（0～120秒）を6つに区切り，時間と密度の相関につ  

いて検討した．試験の結果では，まだ固まらないコンク  

リートの締固め密度は，単位水量の増加ならびに締固め  

時間が長くなるにしたがって高くなる傾向にあり，ピー  

クは単位水量120kg／血うで生じた．  

②試験B   

単位水量を90～130kg／mlの5条件，締め固め時間を  

15秒と60秒との2条件で計10条件として，大型供試体よ  

り≠170mmコアを4本採取し硬化コンクリートのコア外  

観，コア密度，圧縮強度について比較した．試験の結果  

は，締固め時間60秒において，硬化コンクリートの密度  

最大値を得る単位水量は110kg／m3～130kg／m3の範囲に  

あり∴最大圧縮強度が得られかつコア外観評価の優れた  

コンクリートは，単位水量が110kg／m3のものであった．   

またまだ固まらないコンクリートおよび硬化コンクリ  

ートの品質を比較すると，いずれも締固め時間の60秒が  

15秒に比べ良好な品質が得られた．  

③試験C   

気温20℃，湿度75％の環境条件下で，単位水量105，  

110，115kg／m：うの3条件，練り混ぜ直後を含めた5時間  

後までの経過時間6条件で，経時変化と，締固め密度，  

コア観察，圧縮強度の相関について検討した．試験のコ  

ンクリートの品質は，いずれの単位水量においても経過  

時間の増大に伴い急激に低下した．  

④試験F   

コンクリート配合の単位セメント量，水量，細骨材率  

を一定とし，セメントのフライアッシュ比を20％，30％  

に変化させ，まだ固まらないコンクリートの締固め密度  

および硬化コンクリートのコア外観，コア密度，圧縮強  

度について比較した．試験の結果，まだ固まらないコン‘  

クリートのVC値ならびに締固め密度は，フライアッシ  

ュ比30％の方が20％に比べてフライアッシュ置換え率増  

の効果が出ている．   

また硬化コンクリートの標準供試体圧縮強度，コア外   

§2．ダム概要  

横手川は．その源を岩手県境の三森山（標高1，102．2m）  

に発し．横手市街地を貫流して雄物川に合流する流域面  

積343．8kmヱ．流路延長43kmの一級河川である  

大松川ダムは，雄物川水系横手川支川松川の秋田県平鹿  

郡山内村松川地先に建設するもので，洪水調節，流水の  

正常な機能の維持，横手市への水道用水の供給，金沢中  

野地区へのかんがい用水の供給および水力発電を目的と  

する多目的ダムである．ダムの諸元を表－1に示す．   

ダム事業は昭和46年より予備調査，昭和50年より実施  

計画調査，昭和58年度より建設工事に着手し，平成10年  

度完成予定である．平成6年12月における堤休状況を  

写真－1に示す．  

表－1大松川ダム諸元  

項  目  話  冗   

河  川  名  蛙 物 川 水 系 松 川   

ダ  ム  名  大 松 川  ダ  ム   
位  置   左右岸 秋田県平鹿郡山内村大松川地先   

型  式   重力式コンクリートダム  

ダ  65．O m  

堤  頂  長   296．O m  

ム  303．000 m  

非越流部標高   EL．191．00 m   

貯  38．15扉  

水  0．74撼  

殖   12．150，00（】d  

有効貯水客土   11．000，000 止す   

写真－1平成6年12月堤体状況  

§3．コンクリート試験   

3－1 RCDコンクリートの大型共試体試験   

大松川ダムの試験施工及び本体施工に先立ち，大松川  

ダムの原石山から採取した骨材を用いてフルミックスの  

RCDコンクリートについて，単位水量，締固め時間，  

経過時間，フライアッシュ比等を変化させ，コンシステ   
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観，コア圧縮強度はフライアッシュ比20％の方が30％に  

比べて良好となっており，フライアッシュの強度発現の  

特性力が影響しているものと考えられる．  

（2）平成3年度大型供試体試験2－   

平成2年度に行なわれた配合試験では，混和剤PNo．8  

のみが使用されたが、その試験結果を踏まえてPNo．8と  

PNo．89の2種類を使用して、RCDコンクリートに適  

した混和剤の検討を行った．コンシステンシーの経時変   

化に着目した配合試験と，フルミックスのRCD用コン  

クリートを大型モールドを用いて，振動ローラの締固め  

とほぼ同等な振動締固めを行い，より実施工に近い条件  

で締固め効果と使用材料の品質およびコンクリート配合  

との関係等の基礎資料を得ることを目的とした大型供試  

体試験と，さらに外部コンクリートに適した混和剤の選  

定および性能を確認するために外部コンクリート配合試  

験が（財）ダム技術センターによって行われた．  

表－2 平成2年度大型供試体試験条件   

式 ■  ▲   箕 ■  B   箕 ■ C   箕 ■  F   

柑りンIl亡◆F（k／■）   l王○   120   12l   1Zl  

賞  王0   王○   Zl   20．ユ○  

■  

事故水量 W（l■／■）  餌．1㈹．110．1！8．1】0   g0．100．110．1！0．13l   10S．11l．11S   110  

粂  

件  】○   ユ○   3l   10  

○●．5’北丘】  

輝贋め疇阿T（砂）  ○’，S－－15－′ユ0●■60●－1川  ○●バー，15一．】○；．固  ○■．s●．15■．ユ○●．回   
○一．5■．ほ■．ユ○一，匪】  

躍遇■Ⅶ P（lr）  l   l－ し王．3．l．S   ○   

1 ニ■ ■ ・■  5条件（W）   
（38条件）  5ま停（Ⅴ）x2農作くT）110条件   

〔む黒井】   

【川彙霹】   

‾  ■   引■■■■J   ＃同め噂何の鋤稟   官舎（腎）の1認   鰍t疇洞のガ書 （濃ttの▼Cの＃響）  合（F／（C＋F‖の橿耳   

■拉水t．月牒＝射埠聞と  ■位水tと且下の粛傷   故■鵠のVCtと且下の  フライアッシュ比と且下  

鼠下の剛傷  ・沈下量（宙よ）  河■   の傭優   

・沈下t（書よ）  ・大壷供試体VCt  
試虫常果の壬1彊日  ・コアの■拉＃醜■t  胃丑  用左  

・コアの外t霹礪■  
・コアの庄■■よ  

▼Ct．■．l   VCt．t．l   ▼C■．■．l   ▼Ct．■．β   
コアは‘l秒のみ作礪  

甘  薯  コア仕作1しない   コア辻全て作1  書集＃ll王It．1【1Sl  
ltl川l／一．1九rlは181川   

表－3 試験に用いた骨財の品質  

平成ユ畢11月－ユ年1月  事■ユー○月   平虞3年11月   平■一書i月  

萬■礪F   醜♯■             大璽り＝ト捧鱗■  大量■薫＃繋■  1欄り引■月エ1  ■＃萬■■＝ユ   

比   暮（畿♯）  ユ●5さ○   ユ．5占○   2．5▲○   2．さlO  

■  ユ．5】○   2．820   】．100   ユ．100  

■dL蓼専＝■」（t／■）  1．与00   1．古コ○   1．5石○   1．5‘○  

書  62．T00   ‘3●T00   古1．100   ‘1．▲00  

1 暮 千（！．よ）  2．■20   2．420   2．TlO   ユ．TlO  

材  l．800   l．800  

安塵仕損失t（1）  10鼠下  

1  2．5古○   2．さ，○   コ．550   2．550  

泉 水 斗（1）  3．0以下   ユ．880   ヱ．丁，○   ヱ．030   2．030  

書  1．古10   1．古30   1．505   1．505  

集 積 事（～）  書3．000   占2．タ00   5タ．100   5I．100  

材  丁．eタ○   丁．I▲○   丁．870   丁．1了○  

■ ロ  0．タ00   l．タ00  

虞   10．200   1tI．200   
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表－4 配合の種類   

混和剤  骨材の  配合特性  

と使用  （ふ■）  （砂）  （％）  （％）  （％）  （％）  W  C＋F  S   の種類  試験No，   最大寸法   β  

PN0．8  80  1．5±1  T3．l  30   30   666  15丁4  P鵬．3  
（C＋F）x  

8．25蒐   〝  
8．325   

丁6．9  〟   〟  100   ロ  66Z  1563  l．3丁  1．22   

PH0．さg  

（C十F）x  ∬  
PN0．8，  

〝  80．墓  〝   〝  ロ  659  1554  1．43  1．H  

0．丁5鴬  0．9丁5  

4   〟  〟   84．8  〝  l川   〝  655  1546   1．4さ  l．25   
（C＋F）xl篤  

PN0．89  

5   〟  〟  島8．5  〝   〝  1．30（I  
■   

表－5 配合試験条件   

G皿lェ80■．C＋Fl130k／d，F／（C＋F）王aO％．VC価20砂  

表－7 経時変化確認試験結果  

混 和 剤   ン卵－  
； I ゴ≡  用土  

経  過  時  間（hr）  
温度  

（℃）               （C十F）事     0  ロ  2  3  4  5   

PNO．8  0．Z5   田  凹  田  1・63  Z53  450   
四  

PNO．89   田  田  凶  田  田  田  

1．00  田  21  田  凶  39  田  岨   
PNO．苫   

PNO．さ9   
田   

ロ．25    Z418  Z4UI  ZZ一丁  2Z15  ZZO3  Z137  

2432  2433  2430  2428  2420  2417  
1．00  凶  2426  2425  243口  2418  2429  2339   

PNO．8  0．Z5   凹  凹  印  岨  凶  田   
田  

PNO．89   凹  田  由  m  阻  田  
1．00  田  田  田  凶  凶  84  田   

上段：VC借（砂）  

＝   ・ニ・   ‘・   ≡  混和剤の穫濡と使用量   

1．単位水量確認雑   （1）が，州0．さ（C十F）用．25   

（配合3条件）  （ヱ）材！州0．椚（C■F）x0．丁5   

s／a厨定   （3） Jl（C＋F）れま   

2．逢時空化繊（その1）   

（配合3条件）   

同  

・環境条件；気i且 20℃   
上  

温度 75％   

コン〃－トlよ 用土3℃   

3．建時変化紺（その2）   

H巳合1条件）   

・削り封ね∴約（C十F）xは    ・象過時間川．l，2．ユ．l．引＝   

・粛弾条件；気温 Z5℃   

濃度 丁5％   

コン〃－は慮 25℃   

中段：単位体積重量（kgf／m3）  

下段：091圧縮強度（kgf／m3）  

表－8 試験結果   

締固め密度試験（締固め時間60砂）  

表－6 単位水量確認試験結果  

（C＋F）×0．75％   混和剤種顆 と使用量  単位水量 （kg／㌦）   田  108  105  110  115   PNO．8 （C十F）×0．25％  41．7  Zg．7  20．7  14．7  9．0   2425  2439  244占  2453  2448  PNO．畠9   39．0  27．3  20．3  14．8  9．7   2423  2435  2441  2453  2450  PNO．皇9  
（C＋F）×l．0％   

コン卵－ト温度 21て：上段：VC偉（砂）   

項  目  Ohr  1br  3br  5hr   

密 度（t／㌦）  2．462  2．456  2．4購  2．429   

密度鹿（％）  99．l  98．8  98．4  97．7 

コア外観評価  

項  目  Obr  1br  3br  5br   

評価点  3．98  3．96  3．94  3．88   

気 温  24℃ 下段：単位体帝王圭（lg／㌔）  

①配合試験   

表－4に示す配合について，表－5に示す試験条什に  

基づき，計19種にわたり試験が行われた試験の結果，単  

位水屋試験では，表－6に示すように単位水量の増加に  

伴ないVC値は減少し，VC値20秒程度を得るための単  

位水量は．混和剤の種類や添加量にかかわらず105kg／ml  

であることを確認した．   

経時変化試験では，表－7に示すように，コンクリー  

ト温度21こCでのVC値は．PNo．8を標準使用量（0．25％）  

で用いた配合のガがPNo．89を0．75～1．0％で使用したも  

のに比べて経時変化が非常に一大きく，PNo．89において  

も使用量0．75％は1％に比べ変化が大きい．また∴各混  

和剤の標準供試体密度，圧縮強度（♂28）の経時変化を比   

152  

コア密度と圧縮強度（¢91）  

項  目  ObT  1hr  3br  5br   

度（t／㌦）  2．452  2．454  2．458  2．450   

圧縮強度（駕）  皿  田  田  田  

設計単量 r c 2．．31／d  

配合強度 f′c【75kgr／d   

較すると，PNo．8はPNo．89に比べて変化が激しく，V  

C伯と同様の傾向である．   

PNo．89を1％使用した配合では，コンクリート温度  

2lOcと250cを比較すると，VCの綻時変化，単車，圧縮  

感度ともほとんど差は見られない．   

以L．VC値，標準供試体密度，†i；縮強度の経時変化   
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より，PNo．89は▲般にRCDコンクリートに使用され  

ているPNo．8に比べて経時変化が少なく，適切な使用に  

よりコンクリートの品質を低減することなくコンクリー  

トの経暗変化を小さくする効果が得られた．  

②大型供試休試験   

配合は前述の配合試験より表－4に示す経時変化試験  

用の単位水量105kg／血i，PNo．89の使用量を単位セメン  

ト量（C＋F）×1％の配合を用いて，コンクリート温  

度20±3つc条件で，VC値の経時変化，締固め密度，採  

取コアの品質確認が行われた．  

試験の結果を表－8に示す．締固め密度は，理論最大密  

度2．485t／mこiに対して経過時間に伴い低下する傾向にあ  

る．しかし密度比は98～99％程度が得られており，空気  

量1．5±1％とした時の密度比97．5～99．5％となる配合上  

の限界付近まで締め固められている．またコアの外観評  

価は約4点と優れたものであり，経時変化による影響は  

非常に小さい．さらに採取コアの密度，庄鱒強度とも経  

時変化は程んど見られず，大松川ダムの配合設計条件を  

充分に満足している．この試験においても，配合試験同  

様PNo．89の効架が認められた．  

③外部コンクリート配合試験   

RCD用コンクリートに比べ単位セメント量の多い外  

部コンクリートについても，最適な混和剤の選定を目的  

として．表－9の条件に基づき試験を行った．   

経時変化試験では，繰上りスランプ3cmに対し，P  

No．8＝0．25％配合のものは変化が激しく，2時間経過で  

スランプ0となった．   

PNo．89＝0．75％ではスランプ2cm以上を保持する時  

間は1．5時間であったが，PNo．89＝1％では，保持時間  

が4時間と大きい．フライアッシュ比30％と20％の比較  

では．経過時間とスランプ，沈下度，空気量のいずれに  

おいても両者に顕著な差は見られなかった．   

耐久惟試験では，経時変化に対して最も良好な結果が  

得られたPNo．89を1％使用し，フライアッシュ比を30％  

と20％に変化させた配合について，凍結融解試験を行い  

耐久性を確認した．試験時の配合を表－10に，試験結果  

を表－11，12に示す．   

凍結融解試験ではフライアッシュ比30％，20％とも耐  

表－9 外部コンクリート配合試験条件   

Gnl工150皿．かF朝20k／d．スランプはl00．空気暮3土1％  

拭 験 項 目  混和剤穫猥  7テイ  試験の  

と使用土  ，y｝比  主な主旨   

1．配合の遠足   最適な細骨   

PⅣ0．8   材平を潰走   

の把握   80 蔦  

（配合1条件）  試験   

2 配合確膵試験  ①pNO．8   

（配合4条件）  （C＋F）■8．25賞  各混和剤の  

（D～   単位水量を     ⑳p刊0．89  

（C＋F）＊0．‖捕  30I  選定するた  

③pNO．89  侶）  

（C＋F）＊l．蛸  

④PNO．さ9  

（ 

2．経時変化試験  ①pNO．8   ダムコンク   

（配合4条件）  （C＋F）1用．25l  リートの経   

・経過時間   ①～③             ③pNO．89   時変化を   

0，1，2，3，4，占br  （C十F）＊0．75鴛  30 鶉  捜し、漣切   

・環境条件   ③P〃0．89   （む  な混和剤を   

気温 28℃   （C＋F）＊1．硝  20I  週足するた   

湿度 丁5 ★  （参PNO．89  めの拭験   

C．T 20土3t：  （C＋F）＊1．8蔦   

3．耐久性試験  

（配合2森件）   ダムコンク   

（1）品質管理試験  リートの耐   

PI川．89  30l          （Z）凍頼融解試験    凍背任を確   

（3）空気土．気泡  （C＋F）＊1．．0＃  20I  搾するため   

間隔係数試験  の試験   

久性は比較的良好で，質量減少率は通常3％程度とされ  

る値に比べ，それぞれ1．26％，0．81％と良好な結果が得  

られた．またコンクリート内部劣化の尺度とされる相対  

動弾性係数については，300サイクル後土木分野で限界値  

とされる60％以上に対し，平成3年度に実施した空気量  

3％の配合では66％を示し，一応満足はしているものの  

既設ダムコンクリートに比べ低いと判断された．   

そこで平成4年度に空気量3－5％とした配合で試験  

を実施した．結果はPNo．89を1％用いた空気量3，4，  

5％配合の耐久性指数は，それぞれ70，77，90％を示し，  

空気量の多い順に向上した．またPNo．89の使用量相違  

による耐久性指数に大差は認められず，PNo．89は耐久  

性に特に問題ないことを確認した．この試験結果から外  

部コンクリートにおいても，PNo．89はPNo．8に比べ経  

表－10 耐久性試験配合  

混 和 剤  楓骨材の  スランプ  空 気 土  lモノント虚  フライ7Jシ1l  ＃骨材事   暮  位  暮  （k／d）   

の 種 潤  点大寸法  の 範 囲  の 範 囲  ▼／（C十F）  Fノ（C＋F）  5ノ1  水  セメント  きl骨材  粗甘材  漉  和  謂   

と 使用：t  （■■）   （凸）   （％）   （％）   （％）   （％）   W  C＋F  S   G  減 水 剤  A E 謂   
i〃スHl．‖  （C◆F）xl．00I  （C＋FH0．02さ  

150   3±1   3士l   SO．，   30   112  Z20    lS80  
（C十F）xl鶉  Z．20   0．0616   

（C十F）‡l．Mは  （C岬）川．0‡l  
〟   〝   〝   〝   52．3   20   〟   〝  513   

Z．20   0．05Zさ   
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表－11耐久性試験の品質管理結果   

混和剤  
農   学   供  拭   拝  

の書す と使用t  フライTJシュI ■拉水t）  スランブ （q■）  沈下よ （砂）  空気土 （％）  コンり 

JT  ；．ユ5丁  2．35  2．ユ11  2．35  
‘ブIスⅣ0．M  ユ．4  

n   【TO】  
良  好         J2靂  2．3‘  2．3丁  ‡．ユ5  2．36  1‖  皿  ‡05  皿  

（C岬）xl‡   （l．8）  
す，1  2．3‘  2．】5  2．‡‘  2．55  四  四  皿  皿   

JT  王．31  2．ユ5  2．35  王．35  皿  皿  皿  皿   
IナIスパ0．‖  3，l  ：ほ  

す2l  王．35  2．】4  王．3l  2．35  20丁  帥○  皿  20丁  〝  
（C十F）エほ   り．1）   I川j                                                      J，1  2．33  2．ユl  王．ユ5  ‡．3l  3粥  血  ‡5丁  3tほ   
注）「空気tは、上段フルサイズ換算の暮、下見（）書きは、401ヰアンダーの実測せを示す．  

表－12 凍結融解試験結果  

C＋F＝2ヱ0 繋   

混和剤と  賞   主   演   水   平   （％）  

使用主   

（g）  ナイタI  サイクル  ナイタI  ナイタI  サイタ〝  サイクル  サイクル  サイクル  サイクル  ナイター   

PⅣ0．8g  

（C＋F）＊川   9468  ＋0．10  －0．02  －0．22  0．33  0．47  0．7l  0．g8  0．94  －1．07  －1．26   
PⅣ0．89  

（C＋F）＊1‡   943g  十8．D6  －0．D5  0．16  0．1g  －0．26  0．40  0．53  －0．58  0．6£  0．81   

実施   
里況l）  

フレIシ1コン，トl¢ll   引柑脚帥  相 対 動 弾 性 係 数 （％）  

J放き  
年度 （平成   

112  220   1．0  3．0  3．4  3．01  88  85  82  80  Tg  T    Tl  丁2  70  66  3年  3il．  5（I．9  38                                      52．3  20  115  1．0  3．0    2．g3  拍  85  82  皿    丁    76  T4  71  69   

3il  1．0  1．5  ユ．3  3．¢0  93  91  89  86  84  82   も○  丁8  75  了0  
1．0  3．8  2．5丁  g5  gl  91  皿  91  90   89  8丁  86  83  

0．5  2．0  ユ．8  2．70  g6  鋸  94  92  92     90  89  86  83  

1年   皿  

1．2  2．0  3．9  2．82   89    8丁   85  83    丁⊆l  
5！1   1．0  3．0  5．0   g6  g6  9l   ！川  93  81  90   

105kg／m3を用いて，放置時間1，2，4時間，転圧回数  

10～20回に変化させた組立せで施工性の確認を行った．  

コアの外観評価点を見ると放置時間1時間で4．5点，2時  

間で4．4点，4時間で3．6点と，放置時間が長くなるに伴  

ない，コアの外観評価点は低下する．   

また転庄回数の相違による評価点の差はほとんど見ら  

れなかった．コア密度も139本試験した中で設計密度  

2，300kg／m3を下回るものは無く，平均2，384kg／m‥うであ  

った．   

コアの圧縮強度についても配合強度（f七r）75kgf／cm2  

（7．35MPa）を下回ったものは129本中1本あったが，材  

齢91日強度0・91で平均すると114kgf／cm2（11．2MPa）で  

あった．これらの試験結果より転庄回数についても示方  

配合案同様，無振動2回振動10回の転庄で所定の品質が  

得られることが確認された．  

（2）平成4年6月真木の沢における試験施工   

平成3年11月に実施した試験施工は，冬期の施工とな  

ったためPNo．89の使用量は0．5％として行ったが，大型  

供試体試験結果では，コンクリート温度20℃の条件では  

1％であった．それを確認する目的で夏場の条件で（表一   

時変化を低減できるものと考え堤体の外部コンクリート  

についても，環境条件に合わせたPNo．89の適正量と．空  

気量4±1％とする配合が選定された．  

3－2 RCDコンクリートの試験施工  

大松川ダムの本体施工法として採用されたRCD1二法の  

実施に先立ち，これまで実施された試験結果を基に，配  

合の確認．放置時間と転庄仕様の確認および各種施‾1二指  

術の収得を口的として試験施工が行われた．  

（1）平成3年11月取付河川における試験施工  

①配合確認   

RCDコンクリートの施工性，品質確保上最適な配合  

を確認するため，表－13に示す基本配合を基に細骨材率  

と単位水量を変化させた組合わせ（表－14）で9ケース  

実施した．   

その結果は，ざル＝30％，Ⅳ＝105kg／m3の示方配合実  

のケースで単位容積重量2，430kg／m：iの最大値を示した．  

またコアの評価点は52本の平均が4．3点と高いことが認め  

られ十示方配合案の妥当性が確認できた．  

②放置時間と転圧仕様の確認試験   

前述の試験で確認された配合∫／β＝30％，Ⅳ＝   
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表－13 RCD用コンクリートの基準配合  表－15 真木の沢試験施工の配合  

岨甘材  ■甘材  ■ 拉 ■（lレ′d）  
大  VCi  空気1   率  

濃人中  
／   

（王亡亡）  （ガ）   

88  20±lO  1．5  
±1   

15S5  
o・5  

51l  46T  51l   

迅■■■■E  ．1    二  

ライ  斗 位 暮（繋）  

C価  

寸法  串   

sん  Ⅳ0．さ9  

日   

1  1．2  

l  

1   0．8   

転圧回数：12回  へ●－スト／紳甘材空隙比 ¢－1．13  

表－14 試験施工仕様表  

混和剤：（C＋F）＊0．拍  
ケース  合  時間  

（レーン  s／a  胃  

一夕7ト）   

A－1   102   
B－1  105   

配  108   
A 【コ  

の  

確  94   

認   10g   
B－3  105   
C－3  102   
A－2   10，12   

放転  14，16   
置圧  1き，20   
時仕  10，12   
間様  105   14，16   
との  1g，20   
確  10，12   

E－3  許   14，16   
F－3  18，28   

モけ■／粗甘材空隙比 β－1．24  

表－16 コア採取試験結果  

打  

l   

世  

■   

日   

¢／3  l－l  1．‡  l  2．封柑  11丁．2  2．引柑  ほl．占   

8／l  8－l    l     2．39l  10g．8  2．3さ与  l門．5  

C－1  0．さ  2．385  119．l  Z．368  140．丁   

平  均  価  2．31g ●  115．l  Z．】13  15丁．＄   

コr圧搾強度／＃準供試伴圧増強よ（‡）  

コ アせ⊥ 度／ 凛 ■ せ 度（I）       粥  

表－17 VC値の経時変化試験結果  
15）試験を行った．   

試験の練乳放置時間とlTC値の関係を見ると，P  

No．錮が1％では3時間以内であればVC値目標20±川  

秒を満足できるが，4時間になると50秒と大きくなる．   

コアの単位体積重量はいずれも大差なく，設計伯を卜  

回り良好である仁圧縮強度についてもいずれのケースと  

も配合設計強度をl二rr－1る良好な値を示した（表－16参  

照）．コアの外観評価については，PNo．89の使用屋1．2％  

放置4時間が4．2点，1．0％の4時間が4．4J：i，0．8％の：う  

時間が二∃．9点であり∴う時間のものがやや劣るがいずれも  

小鳥以1二で良好といえる．  

（二i）RCD用コンクリートの混和剤使用量試験   

2ri刊二わたる試験施Ⅰ二を実施し．混和剤PNo．89を用  

いた結架は品質管理基準を満足するものであったが，両  

者施工時の環境は寒暖極端であったため，コンクリート  

温度の遠いによる使用屋とその効果は不明であった．そ  

こで5日から11f＝二かけての施上においては，PNo．89  

の使用量をコンクリート温度をこう～250c，PNo．89を0．5  

～1．4％で変化させ，VC値の緯時変化をもとにPNo．89  

の適正量を把握する試験を52回にわたり実施した．結果  

を表－17に示す．そこで良好な転庄が行えるVC値の上  

P町II朗t    （C◆F】●れ5l  （C◆F）叫．門集     （C◆F）●l．0－l．膿   

－〃－1温よ（モ）    10  田  ZO  凹  田  田  Z5  帥  li   

麓  

q  平均†C  ZT．l  1，．】  ヱさ．5  ZZ．0  Z6．0  22．l  臼．0  王ユ．1  ZT．‡  

叶  

何  

l  平均†C  S‘．0  丁】．5    2丁．r  H．0  佃．5  58．¢  JZ■I  ll．3  

（lr   】l．8    Tl．5  丁4．0  TI．】   

図－1 コンクリート温度とPNo．8釧重用量相関図  

限を40秒としてとらえたときの，締め固めまでの所要時  

間とコンクリート温度に対してのPNo．89使用量の関係  

を求めると図－1のようになる．0．875％のデータはない  

が，0．75％と1％の中間をとり設定したものである．   

またPNo．89を8，5，：i％使用する3種類の配合を  
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これは骨材の品質および施工技術の向上によるものと思  

われ良好な結果が得られている．  

設定し，過掃加時のRCD用コンクリートの品質を把握  

する試験を実施した結果，VC値は8，5％では混練後  

11時間経過でもはとんど変化は見られず，3％の10時間  

経過で5秒減少と経時変化は非常に小さい．圧縮強度用  

として作製した供試体の脱型を96時間後に行ったが，8，  

5％では末凝席で自立せず崩れる．3％は辛じて脱型可  

能な状態であったが強度試験に至らない．縫目すれば硬  

化するとされているが確認はしていない．このような結  

果から混和材の適正な使用量の把握が重要であり，過剰  

な量の使用についてはコンクリートの品質管理上充分な  

注意が必要である．  

§5．おわりに  

コンクリート用骨材は，原石中に含まれる不安定な鉱  

物が長年にわたり自然淘汰された天然砂利が良いとされ  

るが，近年河川砂利の枯渇により山砕が多くなっている．  

この現状の中で骨材の品質と適正な混和剤を見極め，資  

源の有効利用を図り，かつ耐久性を満足させるダム建設  

を求められる例が今後増すものと思われる．   

最後に，本工事の施工にあたり，御指導を頂いている  

秋田県，（財）ダム技術センター，（株）建設技術研究所  

をはじめ関係各位に深く感謝の意を表します．  
§4．打設したコンクリートの品質   

堤体コンクリートは，平成4年9月より打設を開始し．  

平成6年12月の時点で約225，000m3打上り，約75％の進  

捗となっている．   

これまで3年間にわたって，実際に施工したコンクリ  

ートの品質については，標準供試体試験結果やコア試験  

結果を見ると，圧縮強度，密度とも配合設計値を充分満  

足し，またコア外観評価においても，平成4年度採取数  

7リフトの平均が4．61点，5年度52リフトで4月4点，6  

年度8月までの60リフトで4．88点と年々上向いている．  
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